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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【提案３】附属特別支援学校の将来像を描き、それに向かった先導的・先駆的取組を（教育実習校という大きな役割をになっていることを承知しているが） ⑨のセンター的機能は、現行の学習指導要領に「地域における相談のセンターとしての役割を果たすように」と初めて盛り込まれたのですが、青森県の長年にわたる実践が取り入れられたものです

資料２の最後にも述べているが、名称を変更するだけよいのか、青森県にある特別支援学校として、附属学校として、本県の喫緊の課題はなにか。これをどのような方法で改善し、そこから将来どこに繋げていくのか展望をもった取組が求められているのではないでしょうか。弘前中南地区の一特別支援学校として生きていくのか、県全体を視野に入れ、これに応じた役割を担うのか、
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